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12月の
定例会

●●●2 こんなことが決まりました 
12月定例会・12月臨時会
こんなことが決まりました 
12月定例会・12月臨時会

常任委員会報告
総務文教常任委員会・産業厚生常任委員会
常任委員会報告
総務文教常任委員会・産業厚生常任委員会

●●10

ズバリ!! 町政を問う
４議員が質問
ズバリ!! 町政を問う
４議員が質問

●●５ ●●14 全員協議会報告
町の重点事業について徹底議論！！
全員協議会報告
町の重点事業について徹底議論！！
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決

不
動
産
の
処
分

不
動
産
の
処
分

工
事
請
負
契
約
の
変
更

工
事
請
負
契
約
の
変
更

定例会　補正予算

《5億1,325万円を減額補正》

一般会計一般会計 各種事業の精査等による減額 各種事業の精査等による減額

事　業　内　容　（費　目　名） 補正予算額
庁舎施設管理費（光熱水費） 500万円増
財政調整基金積立金 2億3,625万円減
福島再生加速化交付金基金積立金 1億2,000万円減
新型インフルエンザ等感染症対策事業費（委託料） 1,488万円増
農業農村振興施設管理事業費（維持管理工事費 他） 2,075万円減
営農再開支援事業（補助金 他） 3,451万円減
道路維持管理事業費（委託料 他） 2,130万円減
河川整備事業費（工事費） 2,900万円減
住宅維持補修費（工事費） 5,000万円減
その他 2,132万円減

　各種事業の精査等による減額計上により5億1,325万円の減額補正を行い、総額144億
9,859万円となりました。補正のあった主な事業は下表のとおりです。

訂
正
と
お
詫
び

　
令
和
４
年
10
月
21
日
発
行
の

「
と
み
お
か
議
会
だ
よ
り
２
１
２

号
」の
記
載
に
つ
い
て
左
記
の
と

お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

︻
Ｐ
６
︼

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

誤　
阿
久
津
守
男
さ
ん

正　
阿
久
津
守
雄
さ
ん

︻
Ｐ
7
︼

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
質

疑
応
答
部
分

誤　
福
島
森
林
再
生
事
業

正　
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

︻
Ｐ
2
・
Ｐ
17
︼

施
設
の
利
用
開
始
時
期
の
記
載

部
分

誤　
共
用

正　
供
用

［赤木地区基盤整備工事］
　赤木地区基盤整備工事の金額の変更に
ついて、可決しました。

（12月定例会）　全会一致　原案可決

【工事請負契約の変更概要】
○金　　　　　額
　（変更前）　 １億1,880万円
　（変更後）　 １億1,278万8,500円
○変  更  理  由

・施工内容に変更が生じたため金額
を変更。

［富岡町複合商業施設屋根改修工事］
　富岡町複合商業施設（さくらモール）屋
根改修工事の金額の変更について、可決
しました。

（12月定例会）　全会一致　原案可決

【工事請負契約の変更概要】
○金　　　　　額
　（変更前）　 １億9,635万円
　（変更後）　 ２億645万6,800円
○変  更  理  由

・施工内容に変更が生じたため金額を
変更。

工
事
請
負
契
約

工
事
請
負
契
約

［野菜集出荷施設建設工事］
　双葉郡で生産されるタマネギの乾燥、
選別、貯蔵機能を有する集出荷施設の
建設工事について、可決しました。

　（12月臨時会）　全会一致　原案可決

【工事請負契約の概要】
○工 　 　 期　令和５年12月28日
○金 　 　 額　21億9,670万円
○契約相手方　北海道帯広市西十三条
　　　　　　  南14丁目１番地２
　　　　　　  宮坂建設工業株式会社

［防災林事業に伴う不動産の処分］
　福島県防災林整備事業に伴う不動
産の売払いについて、可決しました。

　（12月定例会）　全会一致　原案可決

【概要】
○所　　　在　富岡町大字仏浜および
　　　　　　  毛萱地内
○種　　　別　土地
○地　　　積　8,660.07㎡
○処 分 の 方 法　売払い
○処分予定価格　2,371万1,476円
○契 約 相 手 方　福島県南相馬市
　　　　　　　原町区錦町1丁目30番地
　　　　　　　 福島県相双農林事務所 足場のかかったさくらモール

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

問　
庁
舎
施
設
管
理
費
の
光
熱
水
費

増
額
の
詳
細
は
。
ま
た
、
節
電
の
取

組
み
は
行
っ
て
い
る
か
。（
佐
藤
啓
憲
）

答　
総
務
課
長

　
電
気
料
金
の
高
騰
に
伴
う
対
応
で

す
。
新
電
力
へ
の
切
り
替
え
や
、
庁

舎
内
や
関
係
施
設
へ
の
啓
発
、
冷
暖

房
の
設
定
等
、
節
電
の
意
識
を
持
っ

て
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
営
農
再
開
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

農
地
の
適
正
管
理
へ
の
対
策
は
。

（
遠
藤
一
善
）

答　
産
業
振
興
課
長

　
復
興
組
合
で
の
除
草
作
業
に
加
え
、

今
後
は
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
な
が
ら
、

農
業
委
員
会
の
会
長
名
に
お
い
て
適

正
管
理
を
お
願
い
す
る
文
書
の
発
送

も
検
討
し
て
い
ま
す
。

問　
枝
葉
の
焼
却
に
つ
い
て
の
線
量

管
理
と
周
知
を
。

（
宇
佐
神
幸
一
・
遠
藤
一
善
・
堀
本
典

明
・
渡
辺
三
男
）

答　
生
活
環
境
課
長

　
線
量
が
高
く
焼
却
で
き
な
い
可
能

性
が
あ
る
も
の
等
の
処
分
に
つ
い
て
は
、

国
と
協
議
し
て
適
切
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。

問　
全
国
に
お
い
て
高
齢
者
施
設
や

幼
児
施
設
に
お
け
る
虐
待
、
さ
ら
に

は
隠
ぺ
い
と
い
っ
た
事
件
が
報
道
さ

れ
て
い
る
が
、
当
町
で
の
対
策
は
。

（
安
藤
正
純
）

答　
福
祉
課
長

　
安
全
運
営
委
員
と
定
期
的
に
情
報

交
換
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
そ
の
よ
う

な
場
面
が
な
い
こ
と
の
報
告
を
受
け

て
い
ま
す
。

答　
教
育
長

　

定
期
的
に
、
こ
ど
も
園
に
お
い
て

園
長
や
副
園
長
と
面
談
、
保
護
者
と

の
対
話
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
桜
ま
つ
り
事
業
に
関
す
る
増
額

は
、
来
年
度
に
向
け
た
計
上
か
。

（
佐
藤
教
宏
）

答　
産
業
振
興
課
長

　
駐
車
場
の
不
足
解
消
の
た
め
の
整

備
お
よ
び
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
た
め
の
増

額
計
上
で
す
。

質

応
疑疑疑疑

答答

定例会・臨時会　工事請負契約の変更・工事請負契約・不動産の処分

野菜集出荷施設イメージ図
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定例会　審議議案一覧

令和4年第8回定例会で審議した議案とその結果
上　程　議　案　・　概　要 結　　果

◆承認案件

議案第66号 専決処分の報告及びその承認について
（令和4年度富岡町一般会計補正予算（第４号）） 全会一致　原案可決

◆条例の改廃案件

議案第67号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に
関する条例について 全会一致　原案可決

議案第77号 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例について 全会一致　原案可決

議案第78号 町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について 全会一致　原案可決

議案第79号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 全会一致　原案可決

◆補正予算案件

議案第80号 令和4年度富岡町一般会計補正予算（第６号） 全会一致　原案可決

議案第73号
議案第81号

令和４年度富岡町国民健康保険事業特別会計補正予算
（第２号）（第３号）

全会一致　原案可決
全会一致　原案可決

議案第74号
議案第82号

令和４年度富岡町公共下水道事業特別会計補正予算
（第４号）（第５号）

全会一致　原案可決
全会一致　原案可決

議案第83号 令和４年度富岡町曲田土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号） 全会一致　原案可決

議案第75号 令和４年度富岡町農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号） 全会一致　原案可決

議案第76号
議案第84号

令和４年富岡町介護保険事業特別会計補正予算
（第２号）（第３号）

全会一致　原案可決
全会一致　原案可決

議案第85号 令和4年度富岡町介護サービス事業特別会計補正予算（第２号） 全会一致　原案可決

◆町道路線の認定等案件

議案第71号 町道路線の認定、変更及び廃止について 全会一致　原案可決

※第８回定例会における「工事請負契約の変更」、「不動産の処分」、 「令和４年度一般会計補正予算（追加議案を除く）」及び
第９回臨時会における「工事請負契約」は別頁に詳細を掲載しております。各議案の内容については富岡町ホームページ
においても報告しておりますので、ご参照ください。

定例会　審議議案一覧

定例会　審議議案一覧定例会　審議議案一覧

一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって執行機関に問題点をただし、
所信の表明を求めて政治姿勢を明らかにするものです。一般質問

山本　育男 町長山本　育男 町長 岩崎　秀一 教育長岩崎　秀一 教育長

■ 安藤　正純 議員 ６
○ 中間指針の見直しについては
○ 小良ヶ浜・深谷地区の除染解体は

1

4 議員が
質　問

動画配信中！

※山本町長の一般町政
報告はこちらから

12月定例会の一般質問に4議員が登壇し、町の対応や考えなどを問いました。
この紙面では、質問した順に質疑応答の要点をお知らせします。

※QRコードを読み取ると各議員の
一般質問動画が見られます。

※QRコードを読み取ると各議員の
一般質問動画が見られます。

YouTube
富岡町公式チャンネル

■ 渡辺　正道 議員 …………………… ７
○ パートナーシップ制度・ファミリーシップ制度の
　 導入に向けた検討を
○ 富岡高校の今後についての考えは

2

■ 佐藤　教宏 議員 …………………… ９
○ 施設等の維持管理費を抑える方策は
○ 区域外の土地建物の買上げについて

4

■ 渡辺　三男 議員 ８
○ 福島国際研究教育機構の立地選定の経緯は
○ 拠点区域外の構想は

3

とみおか議会だより 213号とみおか議会だより 213号5 44
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富
岡
高
校
の
今
後
に
つ
い
て
の
考
え
は

高
等
学
校
の
再
開
は
極
め
て
重
要

な
事
項
と
し
て
認
識

問
答

パートナーシップ制度・ファミリー
シップ制度の導入に向けた検討を
来年度実施に向けて進めたい

問　
移
住
の
促
進
は
町
の

重
要
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。
そ
こ
で
共
生
社
会
・

寛
容
な
社
会
に
向
け
た
取

り
組
み
、
ひ
い
て
は
交
流

人
口
・
関
係
人
口
・
定
住

人
口
の
増
加
に
向
け
た
一

つ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

制
度
」の
導
入
に
向
け
た

検
討
を
す
べ
き
と
考
え
る

が
町
の
考
え
は
。

答　
町
長

　
﹁
男
女
共
同
参
画
審
議
会
﹂

を
開
催
し
、
委
員
の
皆
様
に

は
、
昨
今
の
社
会
情
勢
の
変

化
に
対
応
す
る
取
り
組
み
の

中
で﹁
交
流
人
口
・
関
係
人

口
・
定
住
人
口
の
増
加
﹂に

向
け
た﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ

プ
制
度
﹂の
導
入
に
つ
い
て

も
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

問　
国
際
女
性
会
議
、
通

称「
※
Ｗ
Ａ
Ｗ
！
」の
出
席

者
が
被
災
地
を
訪
問
し
た

と
の
報
道
が
あ
っ
た
。
原

発
の
廃
炉
に
つ
い
て
は
世

界
中
が
注
目
し
て
い
る
中
、

人
権
に
お
い
て
も
世
界
か

ら
注
目
さ
れ
る
よ
う
な
地

域
に
な
る
と
思
う
の
で
、

こ
の
制
度
を
前
向
き
に
検

討
し
て
も
ら
い
た
い
。

答　
町
長

　
我
々
も
多
様
性
を
重
視
し

て
、
町
の
交
流
人
口
の
増
加

や
発
展
に
結
び
付
け
た
い
と

考
え
ま
す
。

問　
地
方
創
生
は
、
難
し

い
問
題
で
あ
り
、
今
だ
か

ら
富
岡
町
に
必
要
だ
と
考

え
る
。
そ
の
中
で
地
方
で

あ
る
こ
と
、
復
興
途
上
で

あ
る
こ
と
な
ど
、
保
守
的

な
考
え
を
理
由
に
せ
ず
、

種
々
検
討
し
要
綱
・
条
例

を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
は
じ
め
て
地
方
創
生

が
な
さ
れ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
が
。

答　
町
長

　
福
島
県
で
は
導
入
ゼ
ロ
と

い
う
状
況
で
す
。
我
々
と
し

て
は
こ
の
制
度
を
取
り
入
れ

る
べ
く
、
男
女
共
同
参
画
審

議
会
に
お
諮
り
し
な
が
ら
、

来
年
度
実
施
に
向
け
て
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問答問答
今
後
の
常
磐
富
岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
振
興
策
は

地
域
住
民
の
意
見
も
伺
い
、
様
々
な
観
点

か
ら
有
効
な
施
策
を
検
討

問　
平
成
29
年
度
か
ら
休

校
と
な
っ
て
い
る
、
富
岡

高
校
の
現
状
と
校
舎
の
利

活
用
を
含
め
た
今
後
に
つ

い
て
、
町
の
考
え
は
。

答　
教
育
長

　
福
島
県
教
育
委
員
会
で
は
、

休
校
と
な
っ
て
い
る
富
岡
高

等
学
校
を
含
む
六
校
に
つ
い

て
、
今
後
の
地
域
の
復
興
の

進
展
、
住
民
の
帰
還
状
況
、

小
中
学
校
の
再
開
状
況
等
を

考
慮
し
な
が
ら
、
今
後
の
在

り
方
を
検
討
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

問　
国
際
研
究
教
育
機
構

の
関
連
施
設
、
参
画
大
学

の
主
要
施
設
と
し
て
利
用

で
き
な
い
か
。

答　
教
育
長

　
具
体
的
な
こ
と
、
一
歩
先

を
進
ん
だ
要
望
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

問　
高
校
再
開
は
別
と
し

て
、
体
育
館
や
新
学
科
棟

は
優
良
な
施
設
で
あ
り
、

建
物
と
し
て
の
資
源
と
と

ら
え
使
い
続
け
る
こ
と
、

地
域
住
民
の
交
流
の
場
と

し
て
使
う
等
、
様
々
な
考

え
が
で
き
る
。
最
後
に
解

体
す
る
様
に
な
っ
て
は
困

る
の
で
、
先
々
を
見
て
計

画
す
る
よ
う
な
行
政
展
開

を
望
む
。

答　
町
長

　

我
々
と
し
て
も
、
も
っ
と

し
た
た
か
に
政
策
を
行
う
べ

き
と
考
え
ま
す
の
で
、
一
生

懸
命
取
り
組
み
ま
す
。

渡辺 正道 議員 安藤 正純 議員

拠点区域外となっている小良ヶ浜地区

問
答

中間指針の見直しについては
被害の実態が認められ歓迎

問　
原
賠
審
は
令
和
4
年

11
月
10
日
、
専
門
委
員
会

か
ら
の
最
終
報
告
を
受
け

て
中
間
指
針
を
見
直
す
と

の
方
針
を
決
め
た
が
、
町

は
何
を
感
じ
取
っ
た
か
。

答　
町
長

　
専
門
委
員
か
ら
精
神
的
損

害
の
う
ち
長
期
避
難
に
伴
う

ふ
る
さ
と
喪
失
・
変
容
に
対

す
る
苦
痛
は
現
在
の
賠
償
に

は
含
ま
れ
ず
、
新
た
に
認
め

る
べ
き
損
害
で
あ
る
と
結
論

づ
け
ま
し
た
。
ま
た
、
現
地

視
察
に
お
い
て
寄
せ
ら
れ
た

被
害
者
の
声
を
可
能
な
限
り

考
慮
す
べ
き
こ
と
や
、
対
象

者
を
狭
め
る
べ
き
で
は
な
い

と
い
っ
た
発
言
が
あ
り
、
被

災
自
治
体
が
一
貫
し
て
求
め

て
き
た
精
神
的
損
害
の
増
額

要
求
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、

歓
迎
す
べ
き
と
受
け
止
め
た

と
こ
ろ
で
す
。

答　
住
民
課
長　

　
原
賠
審
で
は
論
点
整
理
さ

れ
5
項
目
示
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
当
町
に
関
係
す
る
の
は

3
点
、
1
点
目
は
過
酷
避
難

状
況
、
2
点
目
は
生
活
基
盤

を
失
っ
た
喪
失
と
変
容
、
3

点
目
は
Ａ
Ｄ
Ｒ
で
積
み
重
ね

た
和
解
実
例
か
ら
身
障
者
手

帳
・
療
育
手
帳
・
介
護
状

態
・
妊
娠
さ
れ
て
い
た
方
等

を
類
型
化
さ
れ
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
金
額
を
提
示
す
る

内
容
で
か
な
り
の
増
額
見
込

み
で
す
。

問　
原
告
と
し
て
9
年
も

の
長
い
間
頑
張
っ
て
中
間

指
針
を
改
定
、
次
の
第
5

次
追
補
の
道
を
切
り
開
い

て
く
れ
た
方
々
へ
、
一
言

あ
れ
ば
。

答　
住
民
課
長

　
町
は
か
ね
て
か
ら
要
望
に

よ
っ
て
賠
償
を
変
え
て
い
く

ス
タ
ン
ス
で
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
が
、
一
方
で
そ
れ
と

は
別
に
訴
訟
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
方
々
が
い
ま
す
。

口
頭
弁
論
で
何
度
も
積
み
重

ね
た
議
論
を
述
べ
ら
れ
勝
ち

取
っ
て
き
た
も
の
と
理
解
し

て
い
ま
す
。
8
月
末
に
避
難

者
の
方
々
が
住
民
の
声
を
原

問答
小
良
ヶ
浜
・
深
谷
地
区
の
除
染
解
体
は

１
０
０
％
目
指
し
国
と
対
峙
す
る

賠
審
に
伝
え
る
場
面
で
も
町

は
立
ち
会
っ
て
い
ま
す
が
、

非
常
に
ご
苦
労
さ
れ
風
穴
を

開
け
て
い
た
だ
い
た
と
い
う

認
識
で
す
。

問　
中
間
指
針
の
見
直
し

に
よ
り
第
5
次
追
補
が
発

表
さ
れ
、
高
裁
決
定
よ
り

著
し
く
低
額
で
あ
る
場
合

に
は
、
町
が
先
頭
に
立
ち

中
心
的
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
が
。

答　
住
民
課
長

　
Ａ
Ｄ
Ｒ
は
3
か
月
の
中
で

和
解
を
出
す
と
い
う
早
期
解

決
に
目
的
が
置
か
れ
て
い
る

の
で
、
和
解
案
が
出
て
も
何

年
も
応
じ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

向
い
て
い
ま
せ
ん
。
町
と
し

て
は
Ｎ
Ｄ
Ｆ︵
原
子
力
損
害
賠

償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
︶の
相

談
会
に
つ
い
て
町
民
の
皆
さ

ん
に
内
容
を
お
知
ら
せ
す
る

場
面
を
多
く
作
っ
て
行
き
た

い
考
え
で
す
。

問　
残
り
1
~
2
％
の
小

良
ヶ
浜
・
深
谷
地
区
の
除

染
解
体
を
国
に
特
例
と
し

て
認
め
て
も
ら
う
か
、
又

は
町
が
国
に
代
わ
っ
て
す

べ
き
と
思
う
が
。

答　
生
活
環
境
課
長

　
当
町
は
除
染
特
別
地
域
に

な
っ
て
お
り
、
国
直
轄
除
染

の
み
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

仮
に
町
が
執
行
し
て
も
廃
棄

物
の
処
分
に
つ
い
て
行
き
先

が
な
い
状
況
な
の
で
、
国
に

強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

答　
企
画
課
長

　
特
例
と
し
て
残
り
わ
ず
か

な
と
こ
ろ
を
国
と
し
っ
か
り

詰
め
れ
ば
い
い
と
い
う
提
案

を
前
提
に
、
国
と
の
話
を
進

め
た
い
と
考
え
ま
す
。

答　
髙
野
副
町
長

　
ま
ず
外
縁
除
染
を
突
破
口

と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

そ
し
て
帰
還
を
希
望
す
る
方
の

土
地
家
屋
を
除
染
す
る
と
残

り
わ
ず
か
と
な
り
、
国
と
１
０

０
％
目
指
し
対
峙
し
な
が
ら
臨

み
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
小
良
ヶ
浜
・
深
谷
地

区
全
体
を
復
興
拠
点
と
し

て
位
置
付
け
、
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
エ
リ
ア
全
て
の
土
地
を

町
が
買
い
上
げ
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
な
事
業
計
画
を
立

て
る
べ
き
と
思
う
が
。

答　
企
画
課
長

　
町
が
買
い
上
げ
る
と
な
る

と
単
独
費
と
な
り
、
町
の
財

政
負
担
を
伴
う
ビ
ッ
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
な
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
国
の
交
付
金

等
々
に
つ
い
て
は
避
難
指
示

解
除
が
大
前
提
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
解
除
に
向
け
て

国
と
対
峙
し
ま
す
。

※
Ｗ
Ａ
Ｗ
！︵
ワ
ウ
！
︶と
は

　
日
本
政
府
の
最
重
要
課
題
の
１
つ
で
あ
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
と
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
国
内

外
で
実
現
す
る
た
め
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て

平
成
26
年
か
ら
開
催
し
て
い
る
国
際
会
議
で
す
。

休校となっている富岡高校

とみおか議会だより 213号とみおか議会だより 213号7 66
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問　
福
島
国
際
研
究
教
育

機
構
の
立
地
選
定
は
、
ど

の
よ
う
な
経
緯
で
決
定
し

た
の
か
。 

答　
町
長

　
県
の
、
教
育
や
産
業
な
ど

に
関
わ
る
職
員
が
候
補
地
に

関
す
る
申
請
書
類
や
現
地
確

認
を
行
う
と
と
も
に
、
自
然

災
害
リ
ス
ク
、
工
事
の
円
滑

な
実
施
な
ど
の
施
設
整
備
、

交
通
ア
ク
セ
ス
、
研
究
分
野

に
お
け
る
連
携
な
ど
の
周
辺

環
境
等
、
合
計
11
項
目
に
つ

い
て
各
自
治
体
か
ら
聞
き
取

り
を
行
い
、
県
庁
内
部
で
最

終
選
定
し
国
に
推
薦
し
た
と

伺
っ
て
い
ま
す
。

問　
福
島
国
際
研
究
教
育

機
構
に
つ
い
て
、
富
岡
町

で
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
行
く
考
え
か
。 

答　
町
長　

　
本
町
を
含
め
近
隣
自
治
体

に
よ
る
連
携
や
協
力
等
の
具

体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
連
携
が
図
れ
る
分
野

や
関
わ
り
方
を
模
索
し
つ
つ
、

可
能
な
限
り
協
力
す
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
復
興
創
生

に
向
け
尽
力
し
ま
す
。

答　
副
町
長　

　
機
構
の
取
り
組
み
5
分
野

の
内
、
原
子
力
災
害
に
関
す

る
デ
ー
タ
や
知
見
の
集
積
、

発
信
に
関
す
る
部
分
に
は
積

極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
べ
き
と

捉
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
に
お
い
て

廃
炉
に
関
わ
る
部
分
、
廃
炉

に
向
け
た
研
究
開
発
に
関
し

て
、
町
と
し
て
も
積
極
的
に

参
画
、
協
力
し
て
い
き
た
い

考
え
で
す
。

問　
今
後
も
、
い
ち
早
く

情
報
を
つ
か
め
る
よ
う
情

報
網
を
緊
密
に
め
ぐ
ら
せ

て
も
ら
い
た
い
。

答　
企
画
課
長　

　
情
報
合
戦
と
考
え
ま
す
の

で
、
情
報
網
を
く
ま
な
く
広

げ
、
し
っ
か
り
努
め
て
い
き

ま
す
。

問答
拠
点
区
域
外
の
構
想
は

今
後
も
検
討
を
重
ね
ま
す

に
入
り
、
有
効
な
土
地
利
用

が
で
き
る
よ
う
協
議
し
ま
す
。

問　
拠
点
区
域
外
に
つ
い

て
、
例
え
ば
農
業
ハ
ウ
ス

の
電
源
を
全
て
太
陽
光
発

電
で
ま
か
な
う
設
備
を
造

る
な
ど
、
ま
ず
は
大
き
な

構
想
を
町
が
先
に
立
ち
あ

げ
て
国
へ
要
望
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

答　
町
長

　

土
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

は
、
提
言
の
あ
っ
た
太
陽
光

発
電
や
ギ
ガ
園
芸
団
地
な
ど
、

大
き
な
使
い
方
が
で
き
る
よ

う
今
後
も
し
っ
か
り
検
討
を

重
ね
ま
す
。

問
答

福島国際研究教育機構の立地選定の経緯は
11項目の審査により決定

問
答

施設等の維持管理費を抑える方策は
各施設の改修・更新時期を平準化

問　
帰
還
困
難
区
域
の
特

定
復
興
再
生
拠
点
区
域
外

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い

る
産
業
団
地
造
成
の
進
捗

状
況
は
。

答　
町
長

　
現
時
点
で
は
主
に
小
良
ヶ

浜
圃
場
に
お
け
る
産
業
団
地

基
本
構
想
の
作
成
に
向
け
た

準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

交
付
金
の
活
用
が
見
込
め
る

拠
点
区
域
内
の
産
業
団
地
整

備
に
関
す
る
国
と
の
事
前
相

談
や
営
農
再
開
希
望
者
へ
の

聞
き
取
り
な
ど
を
実
施
し
て

お
り
、
本
事
業
の
関
連
予
算

を
来
年
度
に
計
上
し
た
い
考

え
で
す
。

問　
仮
置
場
の
復
旧
に
つ

い
て
は
ム
ダ
な
支
出
と
な

ら
な
い
よ
う
、
環
境
省
と

し
っ
か
り
協
議
の
上
で
除

染
を
完
璧
に
行
っ
て
も
ら

い
た
い
。

答　
生
活
環
境
課
長　

　
ま
ず
は
線
量
の
低
減
を
行

い
、
返
地
の
際
に
は
環
境
省

と
土
地
の
所
有
者
、
町
も
間

令和４年３月２日開催　全員協議会資料より抜粋

拠点区域外の住宅

問　
令
和
３
年
度
決
算
か

ら
町
の
財
政
状
況
を
分
析

し
た
結
果
は
。 

答　
町
長

　

経
常
収
支
比
率
は
前
年

度
よ
り
改
善
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
係
る
負
担
分
と

し
て
、
普
通
交
付
税
が
追
加

交
付
さ
れ
、
経
常
一
般
財
源

が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
、
依
然
と
し
て
本
町
の

財
政
は
硬
直
化
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
公
債
費
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
基
金
も

確
保
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

当
面
は
必
要
な
事
務
事
業
を

無
理
な
く
執
行
し
て
い
く
こ

と
が
可
能
な
財
政
状
況
で
す
。

問　
町
の
総
資
産
の
う
ち

事
業
用
及
び
イ
ン
フ
ラ
に

係
る
有
形
固
定
資
産
の
割

合
が
６
割
を
占
め
て
い
る
。

経
常
収
支
比
率
が
90
％
を

超
え
る
危
険
水
域
の
中
、

有
形
固
定
資
産
の
維
持
管

理
や
改
修
に
係
る
費
用
を

抑
え
る
た
め
の
方
策
は
。

答　
町
長

　
社
会
情
勢
や
住
民
登
録
の

動
向
に
よ
り
、
税
収
な
ど
の

経
常
収
入
は
大
き
く
落
ち
込

む
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
と
な

る
よ
う
事
務
を
ス
リ
ム
化
す

る
な
ど
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る

予
算
配
分
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
新
た
な
建
設
事
業

の
慎
重
な
検
討
や
各
種
施
設

の
改
修
・
更
新
時
期
の
平
準

化
を
す
る
こ
と
で
、
更
な
る

維
持
運
営
費
の
低
減
に
努
め

ま
す
。

問　
今
後
、
人
口
増
加
に

向
け
て
、
夜
の
森
公
園
や

つ
つ
み
公
園
の
改
修
だ
け

で
は
な
く
、
新
た
に
公
共

施
設
の
建
設
な
ど
も
想
定

さ
れ
る
が
、
行
政
が
整
備

し
行
政
が
運
営
す
る
従
来

の
手
法
で
は
な
く
、
民
間

事
業
者
が
、
自
ら
の
資
金

で
建
設
か
ら
管
理
ま
で
一

手
に
担
い
、
設
置
し
た
カ

フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

の
利
益
で
施
設
を
管
理
す

そ
の
上
で
、
除
染
や
解
体
に

着
手
で
き
る
こ
と
で
、
早
期

の
全
域
再
生
に
向
け
た
段
階

的
な
取
り
組
み
と
受
け
止
め

て
い
ま
す
。
全
域
除
染
に
よ

る
全
域
避
難
指
示
解
除
の
早

期
実
現
に
向
け
、
残
さ
れ
た

土
地
、
家
屋
等
の
扱
い
を
早

急
に
示
す
よ
う
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

問　
拠
点
区
域
外
の
避
難

指
示
解
除
を
待
た
ず
、
国

に
よ
る
土
地
や
建
物
の
買

上
げ
及
び
借
り
上
げ
等
検

討
さ
せ
る
べ
き
。

答　
町
長

　

国
を
含
む
行
政
機
関
に

と
っ
て
、
使
用
目
的
を
明
ら

か
に
で
き
な
い
用
地
取
得
は
、

納
税
者
の
理
解
を
得
る
こ
と

が
困
難
で
あ
り
、
難
し
い
課

題
と
捉
え
て
い
ま
す
。
地
域

住
民
が
土
地
や
建
物
等
を
利

活
用
で
き
る
よ
う
、
避
難
指

示
の
早
期
解
除
を
目
指
し
ま

す
。

問　
小
良
ヶ
浜
・
深
谷
地

区
の
皆
さ
ん
は
、
今
後
、

複
数
年
に
わ
た
り
自
由
に

立
ち
入
る
こ
と
も
で
き
ず
、

土
地
建
物
等
利
活
用
で
き

な
い
状
況
が
続
く
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
所
有
者
が
除

草
な
ど
の
管
理
を
強
い
ら

れ
る
の
は
不
条
理
で
あ
る
。

除
草
は
東
京
電
力
の
除
草

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
担
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
が
、
対
応

し
き
れ
て
い
な
い
部
分
が

あ
る
。
年
1
回
は
宅
地
の

除
草
を
し
て
も
ら
え
る
よ

う
事
業
拡
大
を
要
望
で
き

な
い
か
。

答　
生
活
環
境
課
長

　

国
や
町
が
個
人
の
財
産
に

入
っ
て
い
く
こ
と
は
困
難
な
こ

と
か
ら
、
東
京
電
力
に
範
囲
や

対
象
な
ど
広
げ
て
い
た
だ
く
よ

う
申
し
入
れ
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

問　
国
は
特
定
復
興
再
生

拠
点
区
域
外
の
避
難
指
示

解
除
に
向
け
、
町
民
に
帰

還
意
向
確
認
を
し
た
上
で
、

除
染
範
囲
を
決
め
除
染
を

開
始
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

町
が
全
域
除
染
を
求
め
て

い
る
中
で
、
帰
還
意
向
を

示
し
た
住
民
の
宅
地
付
近

だ
け
を
除
染
し
て
帰
還
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
国
に

対
し
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
て
い
る
の
か
。

答　
町
長

　
町
の
方
針
は
全
域
除
染
に

よ
る
避
難
指
示
解
除
で
す
。

る「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
」や「
パ
ー
ク
Ｐ

Ｆ
Ｉ
」と
い
う
手
法
が
あ
る

が
町
で
も
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

答　
総
務
課
長

　
様
々
な
課
題
も
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
公
共
事
業
の

コ
ス
ト
縮
減
と
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

を
目
指
し
、
活
用
の
た
め
の

研
究
及
び
効
果
や
有
用
性
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

区
域
外
の
土
地
建
物
の
買
上
げ
に
つ
い
て

使
用
目
的
不
明
で
の
用
地
等
取
得
は
困
難

問答

とみおか議会だより 213号とみおか議会だより 213号9 88



令和４年度入園式

たくさんの文化財が寄贈・寄託されています どこか懐かしい富岡張り子

総務文教常任委員会

Q

《 子育て世帯への情報発信の強化を 》

A

にこにここども園のホームページを作成し、入園を検討する保護者等へ情報提供が
できるようにしてもらいたい。また、移住定住ポータルサイトにおいてこども園や
小中学校のホームページにリンクできるようにして、移住定住を検討している子育
て世帯に来ていただけるような環境作りを。

小中学校の児童生徒が順調に増えて大変喜ばしいことだが、様々生じる保護者の
不安等へ寄り添うためにも、学校との対話が必要と考える。懇談会などは行って
いるのか。

Q

《 保護者との対話は 》

A 現在、授業参観終了後に学年ごとの保護者懇談会や、担任と保護者が一対一で対話する
機会なども設け、今年から授業参観は子どもと保護者が一緒に参加する車座参観を実施
しています。学校だけでは回答のできない不安等については町関係機関とも連携しなが
ら、保護者の不安解消に努めているところです。

【教育総務課】

資料保全調査に寄せられた資料はどのようなものがあるのか。Q

《 富岡町の歴史保全に関して 》

A 最近では写真や生活に使っていた民具・文書類が主です。古記録では明治時代から昭和
の経済状況が分かるような資料も寄託されています。震災時の資料に関しては曲がって
しまった看板や写真等が寄せられています。また、昭和60年代に廃絶してしまった富
岡張り子を収集していたコレクターの方から寄贈いただきました。

※常任委員会とは①
　本会議前に議案などを事前に審査したり、各課の
　事務の執行状況などを調査する場です。

二十歳を祝う会の開催に関しての新型コロナウイルス感染症対策は。Q
《 感染症対策について 》

A これまでの成人式においても様々な感染症対策を行っていたところです。まずは感染症
対策の徹底をベースに、状況を見ながら柔軟に考えます。

【生涯学習課】

【生涯学習課】

【教育総務課】

Q

《 買い物環境の整備を要望 》

A 夜の森地区での出店については相談をしていますが、「すぐに」とはいかない状況です。
同地区の居住者の増加につながる取組みや環境整備を一方で進めながら、今後も協議を
重ねます。

町内進出企業との包括連携協定が結ばれた。夜の森地区への買い物環境の整備に
関しても強く要望を。

【企画課】

Q

《 心の復興事業について 》

A 被災者自身が主体的に携わり、住民同士のコミュニティや生きがいを支援する活動を行
う団体に対する補助金です。

心の復興事業補助金に関しての詳細を。

【住民課】

さくらモールとみおか セブンーイレブンの移動販売車

【
所
管
課
】

○
総
務
課

○
企
画
課

○
税
務
課

○
出
納
室

○
住
民
課

○
教
育
総
務
課

○
生
涯
学
習
課

○
議
会
事
務
局総務文教常任委員会が調査した主な事業について報告します。

こども園のホームページについては、今年度予
算において作成中です。入園を検討している保
護者や、帰還・移住を検討している皆さんが分
かりやすいホームページになるよう作成したい
と考えます。
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Q

《 夜の森公園への桜の植樹について 》

A 「はるか」は八重桜の一種で、福島県の復興のシンボルとして各地で植えられています。
管理しやすい面と併せて、開花時期がソメイヨシノより一週間ほど遅い4月中旬頃に
見ごろを迎えるものです。桜を活かした検討委員会において意見が出され、長く桜の
花を楽しんで頂ける期間を設けるため選定しました。

産業厚生常任委員会が調査した主な事業について報告します。

産業厚生常任委員会 ※常任委員会とは②
　全議員が必ずどちらかの常任委員会に所属します。
　行政視察や事業の現地視察も実施します。

Q

《 新規イベントの継続を 》

A 地域へのPRができたことや、アンケートにおいても来年度の開催を望む声が多数あっ
たこともあり、次年度以降の開催も検討しています。

とみおか・いわきふれあいフェスタ2022は、来場者も多く好評だったと聞いた。
来年度以降を望む声があるが、計画は。

【いわき支所】

Q

《 早急な道路の舗装修繕を 》

A 当課において把握しており、早急に対応します。

特定復興再生拠点区域の舗装修繕について、バリケードが外れた部分で修繕さ
れない箇所があるが把握しているか。交通量も多くなっているため安全のために
も早期の修繕を求める。

【都市整備課】

Q
《 防災事業について 》

A 津波避難誘導に係る電柱
への巻き立て式の看板で、
10月末の時点で20箇所に
設置しました。
ハザードマップ等と併せ
て、十分に周知します。

津波浸水想定区域の避難誘導看板についての詳細を。

Q

《 わんぱくパークのPR方法は 》

A

【福祉課】

テレビCMの放映により地域交流館「わんぱくパーク」の土日祝日の利用者が増え
たようだが、今後も放映を予定しているのか。

11月12日の秋祭りも
多くの来館者で賑わいました

連日子ども達が
楽しく遊んでいます

今後は作成した動画を
使用してSNSの広告や
雑誌等への掲載など、
別な方面からのアプ
ローチをしていく考え
です。また、ホームペー
ジ等で空いている時間
帯を案内する等、混雑
を緩和する施策をとっ
ています。

夜の森公園に、既存のソメイヨシノに加えて「はるか」という品種の桜を新たに植
樹するとのことだが、なぜ同品種ではないのか。

【生活環境課】

【産業振興課】

【
所
管
課
】

○
産
業
振
興
課

○
都
市
整
備
課

○
農
業
委
員
会

○
生
活
環
境
課

○
い
わ
き
支
所

○
郡
山
支
所

○
福
祉
課

○
健
康
づ
く
り
課

防災パンフレットによる
津波浸水想定区域

誘導看板（富岡駅西側）

Q

《 解除後の計画に沿った整備について 》

A 用排水路につきまして、産業振興課等と情報共有しながら進めていく考えです。

特定復興再生拠点区域が解除になった際に稲作を行いたいという声があるので、
農地関係の用排水路の整備も進めるよう要望する。

【都市整備課】

情

10月15日に開催されたとみおか・いわきふれあいフェスタ2022

環境省による除染が進む農業水利施設（写真提供：環境省）
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全員協議会報告全員協議会報告

とみおか議会だより 213号とみおか議会だより 213号15 1414

◆町政懇談会における説明内容について◆除染解体工事及び中間貯蔵施設への輸送並びに特定廃棄物
　埋立処分事業の状況について

◆放課後児童クラブ施設整備計画の一部見直しについて

問

空
間
線
量
率
の
グ
ラ
フ
を
見
る

と
森
林
の
線
量
が
高
い
。
解
除
に
向

け
て
の
対
策
は
。（
遠
藤
一
善
）

答

生
活
環
境
課

　
除
染
検
証
委
員
会
に
お
い
て
問
題
提

起
し
、
更
な
る
低
減
策
を
環
境
省
と
共

に
検
討
し
ま
す
。

問

拠
点
区
域
に
隣
接
す
る
土
地
の

地
権
者
か
ら
除
染
の
要
望
が
出
て
い

る
地
区
に
つ
い
て
前
進
は
。

（
渡
辺
三
男
）

答

企
画
課

　

範
囲
に
含
め
ら
れ
な
い
部
分
が
あ

る
の
が
現
状
で
す
が
、
個
人
の
意
向
を

尊
重
し
、
範
囲
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う

継
続
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

問

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
貸
与
に
つ

い
て
、
通
報
は
ど
の
よ
う
な
経
路
か
。

（
宇
佐
神
幸
一
）

答

福
祉
課

　

利
用
者
が
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
で

契
約
し
て
い
る
会
社
に
繋
が
り
、
そ
こ

か
ら
必
要
な
機
関
に
繋
が
る
仕
組
み

で
す
。
ま
た
、
利
用
者
の
身
体
状
況

等
を
把
握
し
て
い
る
の
で
、
ス
ム
ー
ズ

な
対
応
が
で
き
る
も
の
で
す
。

問

希
望
が
あ
っ
た
際
に
防
犯
灯
な

ど
の
箇
所
を
追
加
す
る
考
え
は
。

（
佐
藤
啓
憲
）

答

都
市
整
備
課

　

可
能
か
ど
う
か
検
討
し
、
随
時
対

応
し
ま
す
。

問

検
討
中
の
早
期
帰
還
移
転
補
助

金
に
つ
い
て
、
補
助
の
基
準
な
ど
し
っ

か
り
策
定
を
。（
安
藤
正
純
）

答

住
民
課

　

平
成
29
年
度
の
際
の
事
例
と
差
異

が
出
な
い
よ
う
踏
襲
し
ま
す
。

問

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
に

お
け
る
空
間
線
量
率
の
マ
ッ
プ
に

よ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
０
・
２
３

か
ら
1
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と

な
っ
て
い
る
。
全
体
の
線
量
を
上

げ
て
い
る
森
林
を
今
後
ど
う
す
る

考
え
か
。（
安
藤
正
純
）

答

環
境
省

　
ま
ず
面
的
に
除
染
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧

に
個
別
の
場
所
を
見
て
、
そ
の
場
所

で
で
き
る
方
法
で
除
染
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
考
え
で
す
。

問

除
染
に
つ
い
て
様
々
な
検
討

を
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
だ
が
、

す
で
に
解
除
さ
れ
た
区
域
も
含
め
、

線
量
が
高
い
箇
所
に
つ
い
て
は
迅

速
な
除
染
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
。

（
渡
辺
三
男
）

答

内
閣
府

　

速
や
か
な
現
地
確
認
が
基
本
と

考
え
ま
す
の
で
、
個
別
に
状
況
を

踏
ま
え
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

問

仮
置
場
の
現
状
回
復
と
返
地

の
計
画
に
つ
い
て
、
令
和
5
年
度

の
回
復
工
事
後
の
空
間
線
量
率
の

平
均
値
は
拠
点
区
域
内
の
農
地
除

染
の
実
績
程
度
と
な
る
見
込
み
と

あ
る
が
、
現
在
線
量
が
高
い
箇
所

へ
の
対
応
は
し
な
い
の
か
。

（
堀
本
典
明
）

答

環
境
省

　

状
態
に
よ
っ
て
様
々
で
す
が
、

現
在
、
比
較
的
高
い
箇
所
に
つ
い

て
は
今
年
度
の
工
事
で
追
加
的
に

剥
ぎ
取
り
を
し
て
線
量
を
下
げ
て

い
き
、
来
年
度
の
現
状
回
復
工
事

の
際
に
客
土
お
よ
び
耕
起
す
る
こ

と
で
農
地
除
染
後
の
数
値
程
度
と

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
11
月
14
日
】

問

救
急
車
乗
り
入
れ
の
場
所
が
2
箇
所
あ

る
が
、
利
用
の
想
定
は
。（
遠
藤
一
善
）

答

教
育
総
務
課

　
消
防
本
部
か
ら
助
言
を
い
た
だ
い
た
上
で
、

玄
関
側
・
駐
車
場
側
ど
ち
ら
か
ら
で
も
入
れ

る
よ
う
想
定
し
て
い
ま
す
。

問

駐
車
場
に
お
け
る
安
全
対
策
を
強
く
要

望
す
る
。（
渡
辺
三
男
）

答

教
育
総
務
課

　
広
さ
を
確
保
し
つ
つ
、
緑
地
帯
を
設
け
て
一

方
通
行
で
利
用
い
た
だ
く
よ
う
考
え
て
い
ま

す
。

問

運
営
体
制
は
。（
渡
辺
正
道
）

答

教
育
総
務
課

　
現
在
、
旧
富
岡
第
二
小
体
育
館
の
児
童
ク
ラ

ブ
と
同
様
の
業
者
に
よ
る
運
営
と
な
り
ま
す
。

今
後
の
利
用
者
数
の
増
加
を
含
め
て
、
細
や
か

な
協
議
を
行
い
ま
す
。

問

多
目
的
ホ
ー
ル
の
使
用
目
的
を
事
業
計

画
に
よ
っ
て
明
確
に
持
た
せ
る
べ
き
。

（
佐
藤
教
宏
）

答

教
育
長

　
基
本
的
に
運
動
で
も
イ
ベ
ン
ト
で
も
使
え
る

よ
う
多
目
的
ホ
ー
ル
と
し
て
い
ま
す
。
学
校
の

校
庭
や
わ
ん
ぱ
く
パ
ー
ク
の
利
用
も
併
せ
、
事

業
者
と
も
長
期
の
運
営
の
考
え
を
し
っ
か
り
共

有
し
ま
す
。

【
12
月
8
日
】

問

多
目
的
ホ
ー
ル
の
面
積
が
大
幅
に
増
加

し
て
い
る
が
、
全
て
の
子
ど
も
を
対
象
と
し

て
い
る
放
課
後
子
ど
も
教
室
と
す
る
こ
と
で

定
員
数
を
増
や
せ
る
な
ど
、
充
実
が
図
れ
る

と
考
え
る
が
。（
佐
藤
教
宏
）

答

教
育
総
務
課
長

　

子
ど
も
達
が
体
を
動
か
す
こ
と
に
加
え
、

地
域
の
方
を
迎
え
た
活
動
の
中
で
、
参
加
人

数
や
事
業
内
容
に
よ
り
、
施
設
内
の
子
ど
も

教
室
で
は
行
え
な
い
部
分
に
つ
い
て
多
目
的

ホ
ー
ル
を
使
っ
て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

≪

要
望≫

ひ
と
り
で
も
多
く
の
子
ど
も
が
富
岡
町
に
来

て
く
れ
る
よ
う
な
教
育
環
境
の
整
備
を
。

（
渡
辺
三
男
）

1
学
年
1
ク
ラ
ス
の
学
年
が
で
き
喜
ば
し
い
。

今
後
も
ク
ラ
ス
数
が
増
や
せ
る
よ
う
、
華
美

に
な
り
過
ぎ
る
こ
と
な
く
、
必
要
な
部
分
へ

の
適
正
な
予
算
配
分
を
。（
遠
藤
一
善
）

（企画課　他関係各課）
（環境省）

（教育総務課）

11月14日開催12月８日開催

住宅に近接した森林
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様々なイベント等で、町民の方から多く聞かれるのは『富岡町から遠く離れた土地で長
く避難生活を送っていると、富岡町が今どうなっているのかわからない』という声です。 
皆さまの先が見えない不安を少しでも解消できるように、富岡町の現状をお伝えします。
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く避難生活を送っていると、富岡町が今どうなっているのかわからない』という声です。 
皆さまの先が見えない不安を少しでも解消できるように、富岡町の現状をお伝えします。
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　統合後 初めての永桜祭が開催され、生徒の作品の展示や各種発表等が披露されました。劇やダンス、太鼓の演
奏等に加え、生徒が編集した動画など多種多様な発表があり、会場からは感嘆の声が上がる場面も見られました。

2022.10.29 富岡小中学校【永桜祭】

2022.11.12 富岡えびす講市
　えびす講市が3年ぶりに開催され、大勢の来場者で賑わいました。また、町内各所で福祉まつりやわんぱく
パークの秋祭り、グラウンドゴルフやウォーキング、小中学校の体育館では作品展なども開催され、富岡町全
体が活気に満ちた一日となりました。

富岡の絆で心を一つに
 ～一人一人が輝く舞台へ～

原子力等
特別委員会

渡辺正道議員 東京電力HD㈱

福島第一原子力発電所構内での作業にあたって、ダスト
の飛散に対する監視方法は。

発電所構内にダストモニタという監視装置を複数箇所設
置しており、ダスト濃度に変化がないことを常時、連続
的に監視をしています。

【ダストの監視方法は】【ダストの監視方法は】

ALPS処理水放出に伴う風評被害の賠償について、観光
業関係など、売り上げを判断する基準が出ない場合も多
いと思われる。個別の詳細な基準を作成する考えは。

当社において統計データなどの活用によって風評被害
を推認した上で、個別のご事情を丁寧にお伺いし、広
い観点から多角的に対応していきたい考えです。

【【風評被害の詳細な判断基準は風評被害の詳細な判断基準は】】

東京電力HD㈱ 宇佐神幸一議員

遠藤一善議員 東京電力HD㈱

ALPS処理水放出に伴う風評被害の賠償について、売り
上げだけではなく、物流等の間接的な費用にも対応すべ
き。また、どのような風評被害が考えられ、どのような
申請が必要になるのか、事前に詳細を公表してもらいた
いと考えるが。

間接的な費用にも対応する考えです。また、事前の準
備が重要と認識しており、風評被害の対応も最大限出
来得る準備をしていく考えですが、どのようにお示し
できるかは検討します。

【【風評被害への幅広い対策を要望風評被害への幅広い対策を要望】】

福島第二原子力発電所に設置される使用済燃料の乾式貯
蔵施設について、想定する使用期間は。また、施設から
排出される、崩壊熱により暖められた空気の線量をリア
ルタイムで測定できる設備を要望する。

廃止措置期間44年の間に国のライセンスを持った事業
者に燃料を譲り渡しますので、施設の寿命は40年程度
を想定しています。また、施設内には温度計と圧力計
を設置することとしており、線量計の設置等も今後検
討します。

【【更なる安心のための設備を要望更なる安心のための設備を要望】】

東京電力HD㈱ 安藤正純議員

とみおか議会だより 213号とみおか議会だより 213号17 1616

2022.12.１
～2023.１.９
　12月１日に点灯式が行われ、富岡第二中学校跡地及び桜並木がイルミネーションで彩られました。

YONOMORIまち灯り2022 イルミネーション



●３月定例会は、９日（木）～１５日（水）の会期で開催する予定です。
●所定の用紙に、住所（市町村名まで）・氏名・性別・年齢を記入いただくだけで、
　どなたでも傍聴することができます。
●審議日程など、詳細については議会事務局までお問い合わせください。
議会事務局　☎0240-22-2111（代表）

議会を傍聴しませんか？

■
発
行
／
富
岡
町
議
会
　
　■
編
集
／
富
岡
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会
　
　■
富
岡
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ https://w

w
w
.tom

ioka-tow
n.jp/

　
　
　
　
　
■
印
刷
／
㈱
日
進
堂
印
刷
所 ＦＳＣ® の基準に従って認

証され、適切に管理された
森からの木材を含んだ用紙
を使用して印刷しています。

議
会
だ
よ
り

と
み
お
か
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編

集

後

記

発
行
責
任
者

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

高
野
匠
美

副
委
員
長

佐
藤
啓
憲

委

　員

佐
藤
教
宏

委

　員

堀
本
典
明

議

　長

高
橋

　実

二十歳を祝う会
実行委員長

遠藤雅也（えんどうまさや）さん
【経歴】

●富岡第二中学校 三春校 　　　 卒業
●学校法人 尚志学園 尚志高等学校 卒業
●WiZ国際情報工科 自動車大学校 在籍

Ａ. 式を迎えるまでは二十歳を迎えた実感はなかったのですが、町長様から
の式辞や議会議長様からの祝辞をいただいた際に自分の主張をしっか
り持つことや、広い視野を持つこと、社会へ対する責任などを再度確
認することで、改めて気が引き締まり実感を持つことができました。 

Q.20歳を迎えた感想は？

Ａ. 地元の友人や避難先で仲良くなった友人と自分の趣味や中高生の頃の
話をしてお酒を飲みたいです。特に被災した頃から会えていなかった
友人と再会することもできたのでお互いの都合が合う時に富岡町で飲
み会ができたらなと思っています。

Q.20歳を迎え、まずやってみたいことは？

Ａ. １番印象に残っている事は、住んでいた地域で行われていた麓山の火
祭りです。中学生の頃の地域研究の学習の時も、研究テーマになって
おり、2019年の夏には富岡町や上手岡の方々のご協力のもと開催す
ることができたので印象強く残っています。また、避難する前は毎年
父と兄が登っていたのでその光景も覚えています。

Q.ふるさと富岡での思い出で、心に残っていることは？

Ａ. 私が思う富岡町の魅力は、自然豊かで山や海に囲まれており、特産物にも恵まれている町だというところです。しかし、
交通の利便性や、ネット環境の普及などがまだあまり行われていないので、若者を街に呼び戻すためには環境の整備が
必要になってくると思います。

Q.富岡の復興のために、何が必要だと思いますか？

Ａ. 私は将来自動車整備士になりたいと考えています。そのため今は自動車について学べる学校で勉強に励んでいます。
　 将来的には富岡町で地域の方々に寄り添えるような、そんな自動車整備工場を作れたらいいなと考えています。

Q.将来の夢はなんですか？

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
表
紙
は
、
二
十
歳
を
祝
う
会
で

の
一
コ
マ
で
す
。
震
災
当
時
小
学

二
年
生
だ
っ
た
皆
さ
ん
は
、
富
岡

町
で
の
思
い
出
は
少
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
二
十
歳
を
祝
う
会
に
出

席
し
て
い
た
だ
い
た
事
は
、
町
の

未
来
に
大
き
な
希
望
と
な
り
ま
す
。

　
今
春
に
は
、
復
興
再
生
拠
点
区

域
の
避
難
指
示
解
除
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
今
後
議
会
で
は
除
染
の

状
況
を
確
認
し
、
国
、
関
係
機
関

に
必
要
な
要
望
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。
今
回
の
議
会
報
は
十
二
月
定

例
議
会
の
内
容
を
中
心
に
掲
載
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
議
会
活
動
を
お

伝
え
で
き
る
よ
う
編
集
し
ま
し
た
。

    ︵
堀
本　
典
明
︶


